


























TA P. 81) 
②従属節・主節事態同時型
美沙が立っているので、信夫もそのまま通りすぎるわけにはいかなか









































〈ノル上 P. 248) 
(6) r次の授業が始まりますから、手短にお願いします」











































































































































































































































































































































く合ってJ W教育園語~ 87 
言語学研究会・構文論グループ(1985) r条件づけを表現するっきそい・あわ
せ文(2)ー その2・原因的なつきそい・あわせ文J W教育国語~ 82 
小泉保(1987) r譲歩文についてJ W言語研究~ 91 
中畠隆幸(1990) rという」の機能についてJW阪大日本語研究~ 2大阪大学
文学部日本学科(言語系〉
成田徹男(1982) r従属節におけるテンスをめぐってJ W 日本語学~ 1-12 
仁田義雄 (1987) r条件づけとその周辺J W 日本語学~ 6-9 
前田直子 (1991) r論理文」の体系性一条件文・理由文・逆条件文をめぐっ




PTA: W くたばれPTA~ 筒井康隆 新潮文庫/塩狩峠: W塩狩峠』三浦綾子
ノデ節、カラ節のテンスについて 35 
新潮文庫/点と線: Ii'点と線』松本清張新潮文庫/ノル上: Ii'ノ Jレウェイの森
上』村上春樹講談社文庫/無印失恋:Il'無印失恋物語』群ょうこ 角JI文庫
(大学院後期課程学生〉
